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要旨：2013年度から2023年度に群馬県尾瀬および周辺で捕獲され，胎児が確認されたニホンジカ（Cervus 
nippon）のメス448体について推定受胎日と推定出産日を算出した．その結果，最も早い推定受胎日は9月
13日，最も遅い推定受胎日は12月19日となり，受胎のピークは11月中旬に認められた．推定出産日につい
ては，最も早い推定出産日は3月31日，最も遅い推定出産日は8月26日となった．推定出産時期のピークに
は調査期間の後半に変動が認められ，2013年から2019年は，6月上旬にピークが認められたが，2020年は6
月中旬，2021年から2023年は6月下旬にピークが認められた．

はじめに

群馬県は，尾瀬およびその周辺に生息するニホンジカ

（Cervus nippon，以下：シカ）の個体数を減少させること

を目的に，2013年度以降，当該地域において個体数調整を

行っている．本稿では，捕獲個体の分析結果を基に，尾瀬

およびその周辺におけるシカの受胎時期と出産時期の推定

を行うことを目的とする．

資料

分析の対象としたのは，群馬県片品村大清水周辺におい

て2013年度から2023年度に捕獲され，胎児が確認されたメ

ス448体である（付表1）．このうちVM21-73については胎

児2体が確認された．また，VM23-76については胎児の吸

収が始まっていたため，分析からは除外した．

 

方法

シカの胎児の体重の3乗根と胎齢との間，および，後足

長と胎齢との間には，直線回帰関係（e.g. Huggett and Widdas, 

1951；Mitchell and Lincoln, 1973；Chapman and Chapman, 

1975；鈴木，1994；Suzuki et al, 1996；Koizumi et al. 2009）

が認められることが知られている．体重と後足長による胎

齢推定の結果に大きな差は認められないことから（鈴木

1994），本稿では出産時期の推定に体重（g）を用いること
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Abstract: The conception dates and birthing periods of Japanese deer, Cervus nippon, were estimated based on 
448 females captured in the vicinity of Oze area, Gunma Prefecture from 2013 to 2023. The earliest estimated 
conception date was September 13, the latest estimated conception date was December 19 with peak observed in 
mid-November. The earliest estimated birthing period was March 31, the latest estimated birthing period was August 
26. The peak of estimated birthing period varied towards the later part of the survey period, with peak observed in 
mid-June from 2013 to 2019, with peak observed in mid-June in 2020, and with peak observed in late-June from 
2021 to 2023.
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図1　尾瀬およびその周辺で捕獲されたニホンジカ胎児の推定受胎時期

とした．胎児の体重から受胎日を推定するために，鈴木

（1994）にしたがい，2013年度に捕獲された胎児の計測デ

ータを用いて，縦軸に体重（g）の3乗根，横軸に死亡月日

をとり，死亡月日をX（10月31日からの日数），体重の3乗

根をYとして回帰直線を求めた．シカ科の動物では，「肉

眼的に胎児が確認されるようになる胎齢は30日頃とされて

いる」（鈴木1994, p44，16行目）．鈴木（1994）にしたがい，

X切片の位置を胎齢30日とし，縦軸に胎児の体重の3乗根

W（g），横軸に胎齢T（日）として回帰式を求めた．受胎

日からのシカの妊娠期間については幅があることが報告さ

れているが，鈴木（1994）にしたがい231日とした．また，

胎児の大きさに雌雄差が認められるかt検定により検討し

たところ，胎児の体重には有意な雌雄差は認められなかっ

たため（P>0.05），胎児の大きさについては雌雄のデータ

を一括して取り扱うこととした．

結果

2013年度に捕獲された個体の胎児の計測データを用い

て，縦軸に体重（g）の3乗根，横軸に死亡月日をとり，死

亡月日をX（10月31日からの日数），体重の3乗根をYとし

て得られた回帰式は，Y＝0.0787X-1.2102　r2＝0.9709と

なった．この直線のXは15.38で，実際の月日としては11月

15日に相当していた．鈴木（1994）にしたがいX切片の位

置を胎齢30日とし，縦軸に胎児の体重の3乗根W（g），横軸

に胎齢T（日）として，（W）1/3＝0.0787T-2.361，T＝｛（W）1/3+2.361｝

／ 0.0787の式を得た．尾瀬およびその周辺の捕獲個体を用

いて式を生成したのは，受胎日に地域差の存在（鈴木，
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表1　尾瀬およびその周辺で捕獲されたニホンジカ胎児の推定受胎時期10日ごとに集計した胎児数を示す．
　　  Min：最も早い推定受胎日，Max：最も遅い推定受胎日

Sept 11 Sept 21 Oct 1 Oct 11 Oct 21 Nov 1 Nov 11 Nov 21 Dec 1 Dec 11 min max
2013 0 0 1 2 1 3 14 6 2 0 Oct 6 Dec 8
2014 0 1 3 3 12 15 25 11 5 1 Sept 26 Dec 16
2015 0 1 1 0 0 9 10 1 2 0 Sept 27 Jan 8
2016 0 2 0 0 4 4 16 12 13 0 Sept 21 Dec 12
2017 2 1 1 4 7 18 24 13 4 0 Sept 13 Dec 6
2018 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 - Dec 19
2019 0 2 1 0 3 6 12 12 8 2 Sept 26 Dec 14
2020 0 1 0 2 2 3 4 9 1 1 Sept 27 Dec 14
2021 0 0 0 0 7 8 11 15 3 0 Oct 21 Dec 3
2022 0 1 0 3 5 11 13 1 1 0 Sept 26 Dec 3
2023 0 0 0 0 2 6 15 13 2 0 Oct 27 Dec 7
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シカの受胎時期と出産時期

1994；Koizumi et al., 2009）が報告されているためである．

得られた式を用いて個体毎の胎齢を算出し，捕獲日からさ

かのぼって受胎日と出産日を推定した．

最も早い推定受胎日は9月13日～ 10月27日，最も遅い受

胎日は12月3日～ 1月8日であり，推定受胎日のピークは多

くの年で11月中旬に認められた（図1，表1）．また，受胎

日のピークは2019年～ 2021年には11月中下旬に遅れる傾

向がみられた．

最も早い推定出産日は3月31日～ 6月4日，最も遅い出産

日は7月15日～ 8月26日であり，推定出産日のピークは多

くの年で6月初旬に認められた（図2，表2）．また，出産日

のピークは2020年～ 2023年には6月中下旬に遅れる傾向が

みられた．

まとめ

尾瀬および周辺で捕獲されたシカの推定受胎日および推

定出産日を算出するため，2013年度に捕獲された胎児計測

値（重さg）を用いて回帰式を作成した．回帰式を使用して，

シカの推定受胎日を算出した結果，2013年から2023年の間

で，最も早い推定受胎日は9月13日，最も遅い推定受胎日

は12月19日となった．受胎のピークは11月中旬に認められ

た．推定出産日については，2013年から2023年の間で，最

も早い推定出産日は3月31日，最も遅い推定出産日は8月26

日となった．2013年から2019年は，6月上旬にピークが認

められたが，2020年は6月中旬，2021年から2023年は6月下

旬にピークが認められた．受胎日および出産日については

図2　尾瀬およびその周辺で捕獲されたニホンジカ胎児の推定出産時期
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表2　尾瀬およびその周辺で捕獲されたシカ胎児の推定出産時期10日ごとに集計した胎児数を示す．
　　  Min：最も早い推定出産日，Max：最も遅い推定出産日

March 21 April 1 April 11April 21 May 1 May 11 May 21 June 1 June 11June 21 July 1 July11 July 21 Aug 1 Aug 11 Aug 21 Min Max
2013 0 0 0 0 0 3 8 10 3 0 3 1 0 0 0 0 May 11 July 15
2014 0 0 0 0 3 12 15 22 7 8 5 3 1 0 0 0 May 3 July 25
2015 0 0 0 1 2 0 2 13 3 2 0 0 0 0 0 1 April 28 Aug 26
2016 1 2 3 2 6 4 3 14 6 5 2 0 1 0 2 0 March 31 Aug 16
2017 0 0 2 2 5 11 10 15 7 8 8 2 3 1 0 0 April 13 Aug 2
2018 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 May 5 -
2019 0 0 0 0 0 7 5 18 2 9 1 0 1 1 2 0 May 10 Aug 15
2020 0 0 0 0 1 0 4 4 5 4 1 2 1 1 0 0 May 8 Aug 8
2021 0 0 0 0 0 0 0 7 12 12 9 2 1 0 0 1 June 4 Aug 23
2022 0 0 0 0 0 0 1 0 5 12 9 4 3 1 0 0 May 27 Aug 7
2023 0 0 0 0 0 0 1 5 10 12 8 2 0 0 0 0 May 27 July 16
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北海道等日本列島の北，あるいは標高の高いところでは比

較的遅く，熊本等温暖な地域では比較的早い等，地域差が

存在することが報告されているが（鈴木，1994；Suzuki et 

al, 1996；Koizumi et al, 2009），本研究で分析の対象とした

2013年度から2023年度のシカ検体においては年変動も認め

られた．北海道のシカ胎児骨格の分析から，母体の栄養状

態が悪いと受胎日と出産日が遅れる傾向があることが報告

されており（Kobayashi et al, 2004），今後，本検体につい

ても胎児の生育状況と成長パターンの分析を進めることに

より，年変動の要因を明らかにすることができると考えら

れる．
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